
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

■ 趣  旨 
 
横浜市と東京急行電鉄株式会社（以下「東急電鉄」という。）は、共同で次世代に引き継ぐ     

「郊外住宅地の再生型まちづくり」の取組に着手することで合意し、「次世代郊外まちづくり」の  

推進に関する協定を締結しました。 

 

東急田園都市線沿線の郊外住宅地は、昭和 30 年代から大規模な開発により住宅地が形成されてき

ましたが、時間の経過とともに居住者の高齢化、住宅の老朽化、地域活力の低下などが顕在化し、  

今後さらに進展することが懸念されています。 

昨年の６月から両者で研究会を立ち上げ、郊外住宅地の課題解決に向けた検討を進めてきましたが、

「既存のまち」の暮らしやコミュニティを重視した「次世代郊外まちづくり」を既存の枠組を超えて

「官民共同」で推進し、「横浜モデル」といえる最先端の「郊外住宅地の再生型まちづくり」に着手

することで合意し、協定を締結することとなりました。 

 既存の住宅地を「まち」単位で再生する試みは画期的な取組であり、この取組を「環境未来都市＊」

の主要なプロジェクトとして位置付けるとともに、東京大学高齢社会総合研究機構をはじめとする 

大学、研究機関の支援を受けながら進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 24 年 4 月 18 日
横 浜 市
東京急行電鉄株式会社

協定が目指す「次世代郊外まちづくり」＝「横浜モデル」 

 

 

 

 産学公民 
強力な連携 

「既存のまち」での「持続」と「再生」を目的 

「人」 「暮らし」 「コミュニティ」を最重要視 

「持続性」 「循環」 「多様性」を目指す 

「次世代のまちづくり」を通じて人口減少・ 

高齢社会の課題解決を実践していく 

「郊外住宅地の再生型まちづくり」の取組に着手します 

～環境未来都市 超高齢化社会に対応する取組スタート！～ 

横浜市と東急電鉄が「次世代郊外まちづくり」の推進に関する協定を締結 

行政（横浜市） 

民間事業者 
（東急電鉄ほか） 

地域住民 大学・研究機関

＊「環境未来都市」構想は、国の「新成長戦略」（平成 22年 6月策定）に位置づけられた、
21の国家戦略プロジェクトの一つで、環境問題だけに限らず、超高齢化社会に対応し、
かつ、都市の創造性を発揮して活力を生み出す、バランスの取れた豊かな都市を作り出

すことをめざしています。 
横浜市は、平成 23年 12月、国から「環境未来都市」に選定されました。 



 

 

■ 協定内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■ 協定締結の経緯 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

【横浜市】 

『コンパクトで活力ある郊外部のまちづくり』 

・コンパクトなまちの形成 

・持続可能なコミュニティの形成 

【東急電鉄】 

・様々な世代がいきいきと暮らし、持続していくまち 

・安心で快適に住める住・職・遊にバランスのとれたまち

・地域の生活価値を創造し続ける事業展開 

課題の
共有化

郊外住宅地のまちづくりに対する課題認識 

（１）「目的」 

    郊外住宅地における様々な課題の顕在化への危機感を共有し、次世代へ引き継ぐまちづくり 

を共同で推進 
 

（２）「基本理念」 

人、暮らし、コミュニティを最重要視した「既存のまち」の持続と再生、官・民の連携、 

協働による実践 
 

（３）「市民との協働」 

対象となる地域の皆様や地域団体との連携、協働により、まちづくりを推進 
 

（４）「取組事項」 

①地域の交通、医療、介護、子育て支援をはじめとする暮らしやコミュニティを支える 

インフラ・ネットワークづくりに関する事項 

②老朽化団地・戸建て住宅地の再生等に関する事項 

③環境重視のまちづくりの推進に関する事項 

④防犯・防災対策の推進に関する事項 など 
 

（５）「対象エリア」 

東急田園都市線沿線の郊外住宅地を対象とし、地域の皆様をはじめ関係する諸団体と協議 

のうえ、モデル地区を選定 
 

（６）「協定有効期間」 

５年間（平成 24 年４月 18 日から 29 年３月末日まで） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

横浜市・東急電鉄「郊外住宅地のあり方研究会」（平成２３年６月～） 

講演会等の内容を踏まえた検討

フューチャー・センター・セッション 

学識経験者、まちづくり関係者等、 

第三者参画による集中討議 

 

 

 

東大高齢社会総合研究機構 
などから講師を向かえ、講演 
会・討議を実施 

「環境未来都市」に選定（平成23年12月） 
「持続可能な住宅地モデルプロジェクト」 

（鉄道沿線住宅地・大規模団地再生） 

協定を締結し 

取組に着手 

東急田園都市線沿線 

まちづくりに関する 
検討開始 

有識者による講演会・ 

ディスカッション（全５回） 



 

 

 

■「次世代郊外まちづくり」の取組イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「コミュニティ・リビング」を中心とした「歩いて暮らせる生活圏」と、公共交通ネットワークの再構築 

別添資料


